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Superoxide　production　was　studied　in　purified　neutrophils　of　122　healthy　male

humans　aged　from　18　yr　to　79　yr　to　determine　whether　bacterial　kiⅢng 　ability　were

altered　by　aging　and　daily　exercise　habit・　Subjects　were　classified　to　6　generation
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groups ．　Phorbol　12－myristate　13－acetate　（PMA ）　－stimulated　superoxide－generating

activity　of　neutrophils　was　measured　by　the　cytochrome　c　reduction　assay ．　With

respect　to　exercise　habit　狙d　superoxide －generating　activity，　athletes　between　the　ages

of　18　and　24　who　belonged　in　sport　clubs　of　university　（86 ．0　±　32．5㎡nol ／min／107

cells），　and　people　25　and 　over　doing　regular　exercise　for　health　（73 ．8±24 ．3

nmol ／min／107　cells　）　did　not　differ　in　age－matched　counterparts　（97 ．0±36 ．6　and

70 ．7±2　1．3　nmol／min／107　cells），　respectively ．　A　significant　negative　correlation

（－0．219）　was　found　between　age　and　superoxide －generating　activity　of　neutrophils　in

all　subjects．　However ，　activity　of　the　youngest　generation　（between　18　and　24　yr）

denoted　significantly　higher　than　that　of　other　generations ．　There　was　also　no

significant　relationship　between　age　and　superox　ide－generating　activity　of　neutrophils

in　people　25　and　over．　It　is　suggested　that　neutrophils　bacterial　kⅢing　is　not　altered　by

exercise　habit　in　any　generation　and　by　aging　in　people　25　and　over，　although　young

generation 　（18 －24　possesses　specifically　high 　superoχide－generating　activity　of

neutrophils ．　　　　　　　　＼ 二　　　＼　　　j　　　　　　　　　　　　　＝ニレ

要　旨

本研究の目的は，加齢と運動習慣が好中球の殺

菌能の指標であるスーパーオキシド生成能に与え

る影響を検討することである．被検者には参加の

同意が得られた健康な122名の男性（18歳から79

歳）を用い，年齢によって6 つの世代にクルーピ

ンクされた．好中球スーパーオキシド生成能は

PMA 刺激によるシトクロームC 還元法により測

定された．18歳から24 歳において大学で運動部

に所属する者および25 歳以上で定期的に運動を

行っている者の好中球スーパーオキシド生成能は，

同世代の運動習慣のないものと差がなかった．年

齢と好中球スーパーオキシド生成能には有意な負

の相関関係（－0．219）が認められた．しかしなが

ら，18歳から24 歳までの世代のみが他の世代に

比較して有意な高値を示し，25歳以上の被検者

では年齢と好中球スーパーオキシド生成能に相関

関係はなかった．以上の結果から，運動習慣は好

中球の殺菌能には影響を与えず，18歳から24 歳

までの世代は特異的に殺菌能が高いが，25歳以

上では加齢による影響がないことが明らかとなっ

た．

緒　言

好中球は循環白血球の50 ～60 ％を占め，非

特異的免疫の中心的な役割を果たしており，生

体防御機構の第1 線を担っている1・2）．体内に

侵人した異物や微生物の殺菌過程において，好

中球に存在するNADPH 　（reduced　nicotinamide

adenine　dinucleotide　phosphate）オキシダーゼ

はスーパーオキシドを生成する．これらがより

反応性の高い活性酸素種に変換され，殺菌作用

に役立てられている．よって，好中球のスーパ

ーオキシド生成能を評価することで，個人の有

する殺菌能の優劣を判断できると考えられる．

好中球スーパーオキシド生成能は，血液から

単離した好中球に液性刺激物質やオプソニン化

ザイモザン等を加え，生成されたスーパーオキ

シドをシトクロゞ ムC に還元させる方法により
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細胞数当 たりで定量す ることがで きる．刺 激剤

の1 つ であるPMA 　（phorbol　12－myristate　13－

acetate） は好 中球の細胞膜 に存在する受容体 を

通過し，　PKC 　（protein　kinase　C） に直接作用 す

るこ とでNADPH オキシダーゼを活性化させ る．

そして，　NADPH オキシダーゼはペ ントース リ

ン酸経路から供給されたNADPH から電子を受

け取 り，それを分子状 酸素に渡すことでス ーパ

ーオキシドを生成する．

これまでに，一過性の運動負荷が好中球スー

パーオキシド生成 能に与える影響が報告されて

い る．それ によれば，1 時間以内で終了 する よ

うな中程度の運動では好中球スーパゞ オキシド

生成 能は変化 しない3，4）が，30 分以内 の短 時

間で も疲労困憊 まで至 るような運動では低下す

る5・6コ）ことが報告 されている． また，ヨーガ

の ような静的 運動では変化しないこ とが認めら

れている8）．このように一過性の運動負荷の影

響 に対して， 継続的な運動習慣が好 中球ス ーパ

ーオキシド生 成能に与 える影響につい ては明ら

かにされてい ない．

高齢者は感 染症に対 する抵抗性が低く，死亡

率 も高いこ とが報告さ れてい る9，　10）．高齢者の

好 中球数は正常値 を示 す11）ことから，殺菌能

をはじめ とする好中球機能の低下が生じている

と考えられる．こ れまで，高齢者群 と若年者群

の好中球ス ーパ ーオキシド生成 能が比較・検討

さ れているが，差はない12，　13・　14，　15），若年者群

が高い16），高齢者群が高い17 ）と一致した結果

が得ら れてい ない．また，好中球スーパ ーオキ

シド生成能につい て，幅広い年齢層 を対象とし

た横断的な研 究は実施されてい ない．

そこで本研究 は，18 歳 から79 歳 までの健康

な成 人男性122 名’を被検者に， 運動習慣 と加齢

がPMA 刺 激とシトクロームC 還元 法 により評

価 された好中球スーパ ーオキシド生成 能に与え

る影響を検討することを目的とする．
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1 囗 研究方法

1 ．1　 被検者

健康的な日常生活を営んでいる18 歳（大学1

年生）から79 歳までの男性122 名 （身長170 ．6

±6 ．4cm，体重65 ．8±8 ．5kg，　BMI　22 ．6士

2．7m2／kg）を対象とした．被検者には本研究の

目的，方法および測定に伴う危険性 を文書によ

り事前に説明した．そして，同意書 に署名を得

てからすべての測定を実施した．また，被検者

には身体特性や生活習慣に関するアンケート調

査の記入を実施してもらった．

1 ．2　 採血および好中球浮遊液の作成

午前9 時から10 時の間に，ヘパリ ンコーテ

ィングしたシリンジを用いて，肘静 脈より約

20ml の採血を行った．

好中球浮遊液の作成は既報18）に従った．血

液から好中球を単離するため，シリ ンジ内に血

液量の約3 分の2 に相当する2 ％デキストラン

溶液を加えて混和し，赤血球層と奸中球を含む

血漿層に分離させ，血漿層のみをプラスチック

チューブに移した．そして他のプラスチックチ

ューブに予め準備された10ml のFicoll－Paque溶

液（Amersh 皿I　Pharmacia　Biotech　AB 社製）

に重層し，　2000rpm ，　15℃で30 分 間遠心分離

した 遠心後，分離した上層と中間層（リンパ

球・単球・血小板）をアスピレーターにより吸

引除去し，好中球と若干の赤血球を含 む下層の

細胞のみを残した．そして赤血球を取り除くた

めに，　0．1　％　NaCl溶液により低張処理し，30秒

後 に1 ．7　％　NaCl を加えて 等張 に 戻 し た後 ，

1300rpm ，　15℃で5 分間遠心分離した．遠心後，

上 層を吸引 除去し，　0．9　％　NaCl溶 液を加え，

1300rpm ，15 ℃で5 分間遠心分離を行った．こ

の行程を2 度実施した．最後の遠心処理後，上

澄みを取り除き，リン酸緩衝生理食塩水〔以下
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PBS （－）〕を加え，マイクロチューブに移し

変えて単離好中球のみの1ml の奸中球浮遊液を

作成した．なお，マイクロチューブ内の好中球

数 お よ び 生 存 率 を 自 動 血 球 計 測 器

（NucleoCounter ，　ChemoMetec 社製）により測

定した．・＝

1 ．3　 好中球スーパーオキシド生成能の測定

既報18 ）に従い ，二 波長 分光光 度計 （556 型

二波長 自記分光光度計，日立製作所製）を用い

て，シトクロ ームC 還元法により実施した．測

定 時 の緩衝液 をPBS （－） にMgCl2 とグルコ

ース をそ れぞ れ最 終濃度lmM と5mM になる

よう に加 えて 作成 し，　37　rで保 持し た．刺激

物 質には，ジメチ ルスルフ ォキシド （和光純薬

工業 株式 会 社 製） で25 μg／ml に調 整 さ れた

PMA 　（Sigma 社製） を使 用 した． なお， キュ

ペ ット内 には好 中球数が1 ×106 個 になるよう

に浮遊液量を決定 した．

測定手順 として，キュベットに緩衝液 と好中

球浮 遊 液 を入 れ37 ℃で5 分間 のイ ンキュベ ー

シ ョ ン を行 っ た卜 その後 ，　1．2mM のCyto　C

（Ferricytochrome　C ，　Sigma社製）を30 μ1加え

て37 ℃で1 分 間の インキュベ ーシ ョンを行い ，

ベ ー ス ラ イ ン を ペ ン レ コ ー ダ ー （REC　101 ，

Pha・rmacia社製 ）で記 録し た．次 に，　PMA を

10 μI加えて撹拌 し，　Cyto　C とスーパー オキシ

ドの 還 元 反 応 を 開始 させ ， そ れ を540nm と

550nm の2 波 長で数分間計測した √各検体につ

き3 回の測定を行っ た そ れぞ れの検体 におい

てSOD 　（Superoxide　dismutase ，　Sigma社製）

を10 μ1加 え，　Cyto　C　とス ーパ ーオキシドの還

元反応 が停止するこ とを確認 したレ なお ，分光

光 度計 に よる測 定中 もキュペ ッ ト内 の温度 は

37 ℃ に保っ た．好 中球ス ーパ ーオキシド生成

能 （nmol ／min／107　cells）は，測 定で得 られた最

大傾斜 線の傾 きを算出 し，その値 をCyto　C の

吸光度係数19．1で除すことで求めた．

1 ．4　 統計処理

得られたデータは平均値と標準偏差で表した．

平均値の差の検定には一元配置の分散分析を用

い，F 値が有意な場合には適宜post－hocテスト

を実施し た． また，変数 間の相関関係には

Pearson 積率相関分析を用いた．いずれの場合

も有意水準は5 ％以下とした．

2 ．研究結果

好中球浮遊液における生存率は被検者全員の

平均値で95．3±2．1％であった．好中球スーパ

ーオキシド生成能は最高値155 ．7　nmol／min／107

cells，最低値13 ．0　nmol／min／107　cells　と約10 倍

の開 きが認 められ，被検者全 員の平均 値は

79．5±28．5　nmol／min／107　cells　であった．

被検者を年齢により，6 群にクルーピンクし

た．すなわち，18 歳から24 歳以下をGroup1

（Gl ，　n＝53），　25歳以上34 歳以下をGroup2

（G2 ，　n＝16），　35歳以上44 歳以下をGroup3

（G3 ，　n＝15），　45歳以上54 歳以下をGroup4

（G4 ，・n＝16），　55歳以上64 歳以下をGroup5

（G5 ，　n＝9），そして65 歳以上をGroup6 　（G6 ，

n＝ll）とした 各グループの身体特性および

好中球生存率を表1 に示した‥ また，喫煙習慣，

肥満（BMI が26 ．5以上）および生活習慣病の

罹患状況を表2 に示した．生活習慣病に関して

は，いずれも軽度な症状であった．高血糖状態

は好中球スーパーオキシド生成能を低下させる

という報告19・20）があるが，本研究の被検者2

名の値 はそれぞれ58 ．4と105 ．7　nmol／min／107

cellsであり，そのような傾向は特に認められな

かった．また，喫煙習慣，肥満および他の生活

習慣病と好中球スーパーオキシド生成能との間

にも特徴的な関係はなかった．

次に運動習慣と好中球スーパーオキシド生成

デサントスポーツ科学Vol ．26
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表I　Physical　characteristics　and　neutrophils　vaiablity　in　each　group

Height　　　　　　　Weight　　　　　　　　BMI Viability

－157　－

0
1
0
2
0
3
0
4
0
5
0
6

3
a
u

冖
Ｄ
6
　
　
1

5
1
1
1
9
1

171．9士5 ．5

173．9土4 ．7

173．4±6 ．7

16＆8 土4，7

169．0±4 ．7

64．2土9．2

72．1±9．5＊

64．5土3．4

69．1土6．8

65．6士5．3

61．1±7．6

21．7土2．8

23．8土2，8

21．6土2．9

24．2土1．7

23．0土1，5

95．0士2．1

95．9士2．0

94．7土2．7
96．6士1．5

95．8±2．4

G1 ；　the　age　of　18　皿d　24，　G2；　the　age　of　25　and　34，　G3；　the　age　of　35　and　44，　G4；　the　age　of　45　汕d　54，　G5；　the　age　of　55　皿d　64，

G6 ；　65　and　over．　＊　denotes　significant　difference　（p 　＜　0．05）　when　compared　with　other　groups．

表2　The　numbers　of　smoking ，　obesity皿d　life　style　sickness　in　each　group

6
1
6
2
0
3
0
4
0
5
0
6Summation

2
4
2
3
2
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1

？

り
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O
O

6

1
0
0
1
0

2

1
0

り
乙
l

涯
t

8

0
1
n

乙
O
n

乙

5

G1 ；　the　age　of　18　and　24，　G2；　the　age　of　25　and　34，　G3；　the　age　of　35　and　44，　G4；　the　age　of　45　and　54，　G5；　the　age　of　55　and

64 ，　G6；　65　and　over．　Obesity；　BMI　≧26 ．5．

能 の 関 係 を 検 討 し た ／ ま ず ， 大 学 生 （18 歳 か　　　 動 群 ） を ア ン ケ ー ト 結 果 に よ り 分 類 し た ． 運 動

ら24 歳 ） に お い て ， 運 動 部 で 活 動 し て い る 者　　
大

群 は 週2 回 以 上 ，1 回30 分 以 上 の 運 動 ・ ス ポ ー

26 名 （鍛 錬 者 群 ） と 過 去3 年 間 定 期 的 な 運 動 を　　　 ツ を 実 施 し て い る 者 を 分 類 し ， 実 施 さ れ て い た

行 っ て い な い 者27 名 （ 非 鍛 錬 者 群 ） に 分 け た ．　　 運 動 ・ ス ポ ー ツ は ウ ォ ー キ ン グ ， パ ー ク ゴ ル フ ，

所 属 し て い た 運 動 部 は ， 野 球 ， バ ス ケ ッ ト ボ ー　　　 テ ニ ス な ど の 有 酸 素 運 動 で あ っ た ． 大 学 生 の 結

ル ， バ レ ー ボ ー ル ， ラ グ ビ ー ， 陸 上 競 技 ， 柔 道　　　 果 と 同 様 に ， 運 動 群 （73 ．8±24 ．3　nmol ／min ／107

な ど 多 岐 に わ た っ て い た ． 鍛 錬 者 群 （86 ．0土　　　cells ） と 非 運 動 群 （70 ．8±21 ．3　nmol ／min ／107

32 ．5　nmol／min ／107　cells） と 非 鍛 錬 者 群 （97 ．0土　　　cells ） で 差 は 認 め ら れ な か っ た ．

36 ．6　nmol ／min ／107　cells） の 好 中 球 ス ー パ ー オ キ　　　　 上 述 の 結 果 よ り 本 研 究 で は 被 検 者 全 員 を 対 象

シ ド 生 成 能 に は 差 は 認 め ら れ な か っ た ．25 歳　　　 に ， 加 齢 と 好 中 球 ス ー パ ー オ キ シ ド 生 成 能 の 関

以 上 で 過 去3 年 間 定 期 的 に 運 動 を 行 っ て い る 者　　　 係 を 検 討 し た ． 図1 は 各 群 の 好 中 球 ス ー パ ー オ

20 名 （ 運 動 群 ） と 行 っ て い な い 者47 名 （非 運　　　 キ シ ド 生 成 能 を 比 較 し た も の で あ る ．GI の 値

1

盜
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汐
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図I　Supero χide－generating　acitivity　of　neutrophils　in　different　age　groups．
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A　solid　line　and　two　dotted　lines　denote　mean　vahle（79 ．5　nm01／min／107cds ）and ±1　standard　variations　（51 ．0　and　108．0

nmol ／min／107cells），　respectively・

（S9 ．2±32 ．5　nmol／min／107　cells） は他の群の値

（G2　；　70．8±20 ．5　nmol／min／107　cells，　G3　；

69 ．8±19 ．6　nmol／min／107　cells，　G4　；　72．3±

24 ．3　nraol／min／107　cells，　G5　；　77．2±23 ．2

nmol ／min ／107　cells，　G6　；　69．7±26 ．3

nmol ／mi可107cds ） より も有意に高値であった．

年齢と好 中球スーパ ーオキシド生成能の相関

関係 を検 討した ところ，・ 相関係数 （－0．219） は

低い ものの有 意 な負 の相 関 関係が認 め られ た

（図2 ）． しかしながら，GI を抜い た25 歳以 上

（G2 からG6 まで） の被検 者では有意 な相 関関

係 は得られなかっ た（r＝0．042，　y＝0．066x＋68．4）．

3 ．考　 察

殺菌能の指標であ る奸中球のスーパ ーオキ シ

ド 生成能 に関し て，本研究 では次 のような知見

を得 た．①生 成能 は喫煙 や軽度 な生 活 習慣病 ，

運動 習慣 な どには 影響 されない ． ②生 成能 は

18 歳から24 歳 の世代が他 の世代 に比較 して高

い状態 にあ り，加齢 によっては緩やかに減少す

る傾向 があ るが，25 歳以上 では加齢 に よる影

響 は認め られない．

これまで一過性の運動負荷が好中球スーパ ー

オキシド 生成 能に与える影響 については検討 さ

れている ものの，運動習慣 のあ る，なし， もし

くは鍛錬者と非鍛錬者に焦点 をあ てて比較した

研究 は見当 たらない．　Hack　et　al．5）は非常 によ

くトレ ーニングされた長距離ランナーとト ライ

アスロ ン選手の安静時の好 中球ス ーパーオキシ

ド生成能は，非鍛錬者のそれと差 がないこ とを

報告し ている．しかしなが ら，　Hack　et　al．6）は

また安静時の好 中球ス ーパーオキシド生成能が

非 鍛錬 者 と差 が ない 長距 離 ラン ナ ーにお い て，

重要な試合があ りトレ ーニング強度の高い時期

は，トレ ーニング強度の低い 持久 走が中心な時

期 よりも好中球スーパー オキシド生成能が低い

ことを認めてい る．一過性の運動 負荷による研

究結果 におい ても，好中球スーパー オキシド生

成能は中程度の運動強度では変化 しない3・4）が，

短時 間で も疲労困憊 にまで至る運動では運動後

に低下 する5・6・7）と報告されてい る．これらの

知見か ら運動 の影響を検討 する場 合，行ってい

る運動の強度により好中球スーパ ーオキシド生

成能 に与える影響 が異なると考えられ，本研究

では競技スポーツに従事している大学生と健康

のため に運動・スポーツを行っている他の世代

を区別 して比較を行った その結 果，大学生と

他 の世代のどちらにおいても，運動習慣が好中
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球スーパ ーオキシド生成能に与える影響は認め

ら れず， 日常の運動習慣は好中球ス ーパーオキ

シド生成 能に影響を与えないことが明らかとな

った．

運動習慣 の影響がなく，喫煙や生活習慣病 と

の間にも特徴的 な傾向が認められなかったこと

から，本研 究で は被検者全員を対象 に加齢が好

中球ス ーパ ーオキシド生成能に与える影響 を検

討した．被検者全員を対象 にした場合，年齢と

好 中球 ス ーパ ー オキシド生 成能 の相 関関係は

r＝－0．219と低 いながら有意あ った （図2 ）． し

かしな がら，25 歳以 上で は相関関係 は認 めら

れず （r＝0．042），群 ご との比較 ではG1 が他 の

群 に比較して有意に高値を示 し，G2 からG6 に

は差は なかった（図1 ）．こ のことから，好中

球スーパ ーオキシド生成能は18 歳 から24 歳の

世代が特 異的 に高 く， その後，約10 年 間で低

下 した能力 は，おお よそ80 歳 まで はほと んど

変化しない と考えられる．

図2 に は 被 検 者122 名 の 平 均 値 （79 ．5

nmol ／min／107　cells） と±1 標 準 偏差 （51 ．0

nmol ／min／1　07　cellsと108 ．0　nmol／min／107　cells）

に相当するラインが示されている．本研究で用

い た方法で好 中球ス ーパーオキシド生成能を測

定 す る と ， そ の 値 は 一 般 的 に50 ～100

nmol ／min／107　cells　になるこ とが示 されてい る

1眠　 よって，図2 のラ インはほぼ一般 的 な値

の範囲に相当する．G1 に属する18 歳から24 歳

で は，±1 標準偏差 を超える者 が多い ．他の世

代 では±1 標準偏差 を超える者 は少 なく，ほぼ

一般 的 な範 囲 に収 まっ てい る ．こ のこ とから，

18 歳 から24 歳 までの世代で は好中球ス ーパ ー

オキシド生成能は極端 に高い値 や低い値が多 く，

25 歳以 上になると加齢 とと もに50 ～100　nmol ／

min ／107　cells　の範 囲に収束してい くと考 えられ

る．18 歳から24 歳の世代で 大 きな個人差 が存

在 する理由については明 らかではな く，今後の

デサントスポーツ科学Vol ．　26
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検討課題である．

先行研究 では若 年者群 （おお よそ20 歳 から

40 歳の 範囲） と高齢 者（おお よそ65 歳か ら95

歳 の範囲）群の2 群 における好中球 ス ーパ ーオ

キシド生成能が比較されている．そ の結果 につ

い ては一致してい ないものの，群間 に差 はない

という報告が多い12・13，14，15）　＿　Indelico　et　al．16）

は，若年者36 名 （20 歳 から30 歳） と高齢者35

名 （65 歳 から93 歳）の好中球ス ー パ ー オキシ

ド生成能を比較し，若年者群 が有 意 に高いこと

を認めている．一方，　Scott　et　al．17）は若年者10

名 （23 歳 から30 歳） と高齢 者7 名 （71 歳 から

79 歳）を比 較し，高齢 者群の好 中 球 ス ーパ ー

オキシド生成能の方が有意 に高い こ とを報告し

ている．このような結果の不一致は ，対象 とし

た被検者の違い によると考えられる が，若年者

群 と高齢者群 に差がない という報告 が多 いこと

は本研究の結果と一致すると思 われる．他の哺

乳 動物 において も，加齢はPMA 刺 激 による好

中 球スーパ ーオキシド生成 能に影響 を与え ない

こ とが報告されている21）． また，　Whyte　et　al．22）

は血 液から分 離さ れた直後 の好 中球 と，24 時

間培養された好中球のスーパーオキ シド生成能

をPMA 刺激で比較し，好中球それ自 体 に時 間経

過 （加齢）の影響はないこ とを認め ている．

本研 究で用い たPMA は好中球ス ーパー オキ

シ ド生成能を測定する刺激物質とし て多 くの研

究 で用い ら れてい る23，　24，　25，　26，　27，　28，　PMA

は好 中球 の膜を通過してPKC に結合 し てい る

特 殊な受 容体もしくはPKC 自体 に直 接結 合す

る と考え られてい る30）．こ れによ りPKC は活

性化 され，こ れが引 き金となって細胞 質と細胞

膜 に分かれて局在 するNADPH オキ シダーゼが

リ ン酸化 され，ス ーパーオキシド を生成 する呼

吸 バ ース ト（respiratory　burst） が生 じる31・32）．

本研 究の結果はこの一連の生 理学的 プロセスお

よ びNADPH オキ シ ダ ーゼ 活 性 は25 歳 以 降，
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加 齢 に よ る 影響 を受 け ない こ と を示 唆 す る ．

Idelicato　et　al．16）は，高齢者 のPMA 受容体数と

PKC が細 胞質内 タ ンパ クを膜ヘ ト ランスロケ

ーションさせ る能力 は，若年者と違いがない こ

とを報告 してい る． また，我々 はPMA 刺激 に

よる好中球スーパーオキシド生成能に差がない

若年者群 と高齢者群で は，　NADPH オキシダー

ゼ活性自体にも差が ないことを認めている（未

発表 データ）．　24歳以下の若年 者で非常 に高い

値や低い値 を示 す者が多い理由やそれが加齢に

よって一般的な値 にまで変化する原 因について

明 らかでは なく，今後 より詳細な検討を加えて

行 く． また，それらの課題 を解明する一助 とし

て，18 歳 以下 のよ り低 年齢層 の好 中球ス ーパ

ーオキシド生成能も測定する予 定である．

4 ．まとめ

殺菌能の指標である好中球スーパーオキシド

生成能を18 歳から79 歳までの男性122 名を対

象に検討した．その結果，運動習慣や喫煙，軽

度な生活習慣病は好中球スーパーオキシド生成

能に影響を与えないことが明らかとなった．ま

た，年齢と好中球スーパーオキシド生成能には

有意な負の相関関係（r＝－0．219）が認められた

が，25 歳以上の世代ではそのような関係は得

られなかった．18 歳から24 歳までの世代の好

中球スーパーオキシド生成能は，25 歳以上の

各世代 よりも有意に高かった√以上のことは，

好中球の殺菌能は25 歳以上では加齢による影

響はなく，個人のもつ先天的な要因によって決

定されていることが示唆される．18 歳から24

歳までの世代で個人差が大きい理由については

今後の研究課題である．
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